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かがやく浜の子令和８年度７月号⑤ 

令和８年度 重点目標 「自分から チャレンジ」 

 

「楽しい学校をつくりたい！」～白小フェスティバル～ 

 
先日、運営委員会と体づくり委員会の委員長 2名が校長室にやってきました。 
 

「校長先生、お話を聞いていただけますか？」 
「どうしたの？」 

「ぼくたちの委員会で、白小フェスティバルというイベントを企
画したので、やらせてください！」 

「どうしてやりたいの？」 
「ぼくたちは、みんなにとって『楽しい学校』にしたいと思って
います。みんなが楽しめるイベントをやりたいんです。」 

「本当にみんなが楽しめるの？ 先生たちがいなくても大丈
夫？」 
「大丈夫です。委員会のみんなで頑張ります！」 
「どんなことをやるの？」 
「体育館で４つの種目を…ルールは…クリアしたらご褒美に…」 
 
これまで教職員が先導することが多かった学校行事や活動ですが、今年度は様々な場面

で子どもたちが主役となっています。 
今回も委員会の子供たちが集まり、「どんなイベントならみんなが笑顔になれるか」「学

年を超えて仲良くなれるか」を何度も話し合い、企画書の作成から、当日の役割分担、宣
伝まで、自分たちの力で進めてきました。 

 
 
 
 
 
 
 
 

7月 3日、6日、7日の 3日間に分けて開催されたイベント当日は、企画した子供たち
も、参加した子供たちも大盛り上がり！自分たちのアイデアが形になり、みんなを楽しま
せることができたという経験は、子供たちにとって大きな自信となったはずです。 
「やらされる活動」から「自分たちで創り出す活動」へ。「楽しい学校づくり」を自分た

ちで進めようとする子どもたちの行動力と輝く表情がとても頼もしく思えました。 
 
今回は運営委員会と体づくり委員会の活動でしたが、その他の委員会も日常からそれぞ

れの立場で「楽しい学校づくり」について考え、行動しています。（裏面に掲載）今後も、
「楽しい学校づくり」に向けた子供たちの思いが実現するよう、教職員も全力でサポート
していきたいと思います。 

【文責 校長】 

日々の学校の様子は HPに掲載されています。ご覧ください。https://shirosho.jp/ 

委員会で作成したお知らせ 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

運営委員会 

児童会活動の企画運営、代表委員会やステージ式の運営をしていま

す。今回の白小フェスティバルで他学年の交流がたくさんできたの

で、後期も楽しい学校にするために、他学年との交流を増やしたと思

っています。 

☆「楽しい学校づくり」５・6年生を中心に頑張っています！ 

放送委員会 

朝と昼の放送、掃除の始まりと終わりのお知らせをしています。昼の

放送を通して、全校のみんなに学校のことや友達のことを知ってもら

い、楽しい学校にしたいと考えています。今後は、「１年生誰でしょう

クイズ」を計画しています。 

保健委員会です。 

楽しい学校にするためには、みんなが健康であることが大事だと考え、

常時活動（ハンドソープやトイレットペーパーの補充、健康観察カード

の配布）を行っています。９月には「健康クイズスタンプラリー」を行っ

て、みんなに楽しく健康について知ってもらおうと思っています。 

あさしおごはん委員会 

常時活動として、朝の時間に昇降口に立ってあいさつをしています。白

小の児童全員があいさつできるように、目を見て、大きな声であいさつ

を意識して活動をしています。前期に行ったあいさつイベントをもっと

盛り上げられるようにしたいです。 

環境美化委員会 

常時活動として、花壇やプランターの花の栽培、花壇の環境整備、「だい

じ」掃除のチェックをしています。7 月には、「赤白対抗そうじ運動会」

を企画して、「だいじ」掃除を広めています。みんなにとって、きれいで

過ごしやすいと「楽しい学校」になると思って活動しています。 

図書委員会 

図書室の貸出管理や企画を通して、子供たちが新しい本と出会う機会の

充実を図っています。 

本を読んで楽しんだり、本を使って調べたりすることを楽しみ、読書生

活も楽しい白羽小を目指します。 

体つくり委員会 

常時活動では、体育館や体育器具庫の鍵の開け閉め、器具庫内の整理整

頓をしています。7 月には、学校を楽しく、また運動を好きになってほし

いという願いを込めて、体を動かすイベントを企画しました。どの学年

も楽しめるように、様々な難易度を用意して挑戦できるようにしました。 


